
～「第三の目」＝「グラフィック」が、会議を変える。議論を変える。～

グラフィックファシリテーター®に学ぶ
問題を「    で解く」ファシリテーション
体験ワークショップ

お互いイメージしているものが違う。ゴールイメージが湧かない。「言葉」と「文字」
だけではどうもうまく伝わらない。そんなコミュニケーションギャップをつなぐのが、
第三のコミュニケーションツール「グラフィックファシリテーション」（GF）です。
時間軸で描きだされる「絵巻物」はみんなをつなぎ、ときに議論の本質をあぶり
出し、堂々めぐりの議論を終わらせ、議論の時間を短縮し、実行力へのシフトを
促進します。

こんなビジネスの課題に悩む方に有効です

組織＆人材開発

新規事業の創造
イノベーションを
生み出す組織とは

ビジョン策定・浸透中長期戦略

● 働き方改革、女性活躍推進　ダイバーシティ　● チームビルディング● 未来志向リーダーの育成
● ＥＳ（従業員満足度）を上げるには 

● 他責・指示待ちから
  自責・自走する組織にするには

略

● ありたい姿を描くには
● 存在意義とは、ミッションとは
● 社内外へ浸透させるには

● 社会課題を自分事として解決するに
は

● デザイン思考　● 人間中心設計
● フューチャーバックキャスティング

会議の進行
プロジェクトマネジメント

● 共通認識が持てない。思いがバラバラ● 解決策が見えてこない。決まらない。● 周囲を巻き込めない。立ち消えになる。

地方創生　まちづくり地方創生 まち く

● 産官学、市民協
働プロジェクト

● 地域連携　
● 持続可能な取

り組みとは

マーケティング

ブランド コン
セプト

新しい価値づく
り

● 生活者・顧客視点になるには● インサイト、感情価値とは● 未来の理想シーンを描くには

開催日程

会　　場

主　　催

講　　師

2017年7月27日（木）～28日（金）
10:00～17:00

日本能率協会 研修室（東京都千代田区一ツ橋）

「グラフィックファシリテータ―　graphicfacilitator」はやまざきゆにこの登録商標です
やまざきゆにこ  グラフィックファシリテーター® 株式会社ユニファイナアレ

～

絵絵

自分は「絵心」がない、
と思っている方も

ぜひご参加ください。

新規開講

導入の効果⇒会議はこう変わる
●共通目線 ●新たな視点
●俯瞰 ●本質が見える
●新しい対話 ●引き出される思い
●議論の定着 ●伝播 浸透
●自責・自走　…more

●プロジェクト ●研究会
●会議 ●ワールドカフェ
●ワークショップ ●研修　
●シンポジウム ●講演会
●フォーラム 　…more

実例～GF導入の「場」



プログラム

問題解決ファシリテーションに有効な、
絵巻物思考を身につけていただきます。

ワークショップのねらい

ワークショップのゴール

1日目時間

10:00

17:00

2日目

生活者インサイトや価値観のような「うまく言葉や文字に
できないこと」、未来ビジョンやブランドコンセプトの
ような「はっきり目に見えていないこと」、
未来行動を妨げているメンバーのモヤモヤ感といった
「曖昧なもの」などの共有方法が習得できる。

会議などの参加メンバーに新たな気付きや問題を
提起して、本質的な対話を促進し、チームを1つにできる。

「まさにこんなものが欲しかった」といった未開拓の需要や新しい価値観を
提案する未来シーンを探るプロセスが習得できる。

自社としての意志をチーム内で確立・共有できる。

ワークショップの特長

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください

現役のグラフィックファシリテーター®を講師に迎え、
右脳的な発想への転換のトレーニングを通じて、
グラフィックファシリテーターのフレームワークや
思考法（絵巻物思考）を習得します。

自社課題を題材に「絵で解く」演習に
取り組んでいただきます。

講義を交えながら、参加者ご自身が手を動かし、
対話を重ねていくワークショップ形式です。

先行き不透明な未来を前に、企業は単に未来を予測するだけではなく、
自らが明るい未来、ビジョンを描きイノベーションを起こすことが求められています。

そのために、メンバー一人一人が自走し、多様な価値観を持つ人たちと力をあわせて、
これまでよりも軽いフットワークで早く未来へ進んでいかなければ間に合いません。

ＡＩ時代の到来を前に、「感情」や「感性」「価値観」といった「目に見えないけれど大事なこと」
を真剣に議論する企業が増えてきました。

しかし、バックグラウンドの違う人たちを集めて、未知なる世界観を話し合っても、
これまでの話し合いの進め方や問題の解き方のままでは
何が本当に正しい選択なのか測りかねる・・・そんな議論の袋小路に陥っていませんか。

このような左脳的な議論や思考に行き詰まりを感じる場において
右脳を刺激するグラフィックファシリテーションの考え方（絵巻物思考）は、とても有効です。

グラフィックファシリテーションは、単なる絵で描く議事録ではありません。
説得するための、図解でも挿絵でもありません。
自分のためだけのノートの落書きでもありません。

グラフィックファシリテーションは「本当の問題」をあぶりだし、
未来に向かってみんなを１つにし、自発的な決断・実行力を促進する、
ビジネスのさまざまな問題解決のために導入されている手法です。

本体験ワークショップは、グラフィックファシリテーションの方法論を
学びながら、問題解決ファシリテーションに有効な、”絵巻物思考”
を身につけていただくことをねらいとして開催します。 字に

た

きる。

事前準備（詳細はお申込後、ご案内します）

ビジネスの問題を絵で解くとは？
ワーク１

引き出すとは
ケーススタディー

聴くとは
ワーク2

● 聴かないと描けない。何をどう聴くのか。
　手を動かして耳を開く練習。
● 実践　グラフィックフィードバック＆ダイアログ

引き出すとは
ワーク5

事前課題「事前設計３枚シート」を全員で検証
● 左脳的な議論から抜け出すために、
　どんな問いを立てるのか。

演習
ワーク6

自社課題「何とかしたいこと」を題材に
ワークショップを事前設計。

気持ちを汲み取るとは
ワーク7

ビジネスの現場にグラフィックだからできること

振返り だれのために、何のために
ワーク8

会社に戻ってグラフィックファシリテーションの
ノウハウをあなたはだれのために何のために使いたい？
具体的にどうしたい？

絵空事に終わらせない絵巻物を描くための
事前設計の方法とは。

描くとは
ワーク3

● 何をどう描くのか。感情を表現する練習。
● 上手になんでも絵にできるのは逆効果。
　文字だけの議論を変える絵の練習。
● 描くから聴ける。
　「絵に描ける話」と「絵に描けない話」

演習
ワーク4

● ワークショップの話の中身を絵にする練習。
● 相手の気持ちを汲み取り絵にする練習。
● 経営者の話を絵にする練習。
● 自分の思いを絵にする練習。

「ビジネスの世界にも絵心が求められています。」

！

！

！

！

◆  講 師

【実績】
400を超える現場で、あらゆる業界のさまざまなテーマを、絵筆で支援。
共通するのは、多様なメンバーが集まり、未来志向な対話に取り組む場。
各種会議・研修・プロジェクトの議論を「絵空事に終わらせない」ために
事前設計から関わっている。

「グラフィックファシリテータ―　graphicfacilitator」は
やまざきゆにこの登録商標です

グラフィックファシリテーター®

やまざき ゆにこ
株式会社ユニファイナアレ
http://www.graphic-facilitation.jp/　 上記　入門セミナーで紹介される「事前設計３枚シート」を使って、皆様が日頃実際に

「何とかしたい」と考えている会議・議論を題材に、記入したものを初日に持参していただきます。

事前準備（詳細はお申込後、ご案内します）

上記　入門セミナーで紹介される「事前設計３枚シート」を使って、皆様が日頃実際に

「グラフィックファシリテーション入門セミナー」をご受講いただきます。
（インターネットブラウザでご覧いただけます。動画時間はおよそ2時間です。
オンラインセミナー視聴料は、本ワークショップ受講料に含まれています）
1

2

※昼食は12:00～13:00の予定です

せん。
ません。

問題」をあぶりだし、
な決断・実行力を促進する、
入されている手法です。

シリテーションの方法論を
有効な、”絵巻物思考”
開催します。

～ビジネスの問題を”絵”で解く、思考・実践・準備を学ぶ～



会員制度のご案内

参加申込規定

（注）テキスト費・昼食費は含まれております。
法人会員ご入会の有無につきましては、下記HPにてご確認ください。
https://www.jma.or.jp/membership/

120,000円／1名
140,000円／1名

日本能率協会法人会員
会　員　外

・ お申込みをいただいた方にはセミナーインフォメーションをお送り
することがあります。ご不要の際は簡単に配信解除できます
・ 講義の録音・撮影・講義中のPC・タブレットの利用はご遠慮ください。
同業他社からのご参加はお断りする場合があります。
・ テキストは会場でお渡しします。参加者以外の方にはテキストはお
渡しいたしません。

小会のセミナー・大会・シンポジウムの参加申込みには、「年間ま
とめ参加（1コース5名以上の正式申込）」「早期割引」「カフェテ
リア方式でのセミナー受講」など、セミナーをより有効にご利用
いただくサービスがございます。
これらのサービスは、小会法人会員にご入会いただくとさらにお
得になります。
この機会に小会法人会員へのご入会を是非ご検討ください。

ご注意

参加定員

会場案内
参加申込先

プログラム内容のお問い合せ先

個人情報のお取り扱いについて

免責事項

参加申込方法

参加料

一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。
詳細は小会の個人情報保護方針（http://www.jma.or.jp/privacy/）
をご覧ください。なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本
催し物に関する確認・連絡およびJMA主催の関連催し物のご案内をお
送りさせていただく際に使用させていただきます。

天災地変や伝染病の流行、研修会場・輸送等の機関のサービスの停
止、官公庁の指示等の小会が管理できない事由により研修内容の一
部変更および中止のために生じたお客様の損害については、小会で
はその責任を負いかねますのでご了承ください。

20名 15名に満たない場合は中止
または延期する場合があります

参加者のご都合が悪い場合は、代理の方がご出席ください。代理の方
もご都合がつかない場合は、下記の規定により、キャンセル料を申し
受けますので、あらかじめご了承ください。
開催7日前～前々日（開催初日を含まず起算）・・・・・参加料の30％
開催前日および当日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・参加料の全額
（万一キャンセルの場合は必ずファックスでご連絡ください。）

キャンセル規定

住友商事竹橋ビル 日本能率協会 研修室 

一般社団法人日本能率協会
住友商事竹橋ビル 15・16階

①申込書に必要事項をご記入のうえ、FAXをお送りいただくか、ホー
ムページからお申込みください。開催間際のお申込みは、ご参加い
ただけない場合もございます。あらかじめ電話でご確認ください。
②電話ではご予約のみの承りとなります。その場合でも申込書は必
ずお送りください。
③参加証・請求書は開催1か月前から発送を開始いたします。なお、1
か月以内のお申込みの時は、申込書受領後1週間ほどで参加証・請
求書を発送いたします。
④参加料は請求書に記載されております、「お支払い期限」までに指
定の銀行口座へお振込みください。期限までにお支払いいただけ
ないお客様については、ご参加いただけない場合がございますの
でご注意ください。
　なお、支払い期限が過ぎてしまう場合は、請求書の「入金連絡票」に
てお振込み日のご連絡をお願いいたします。（振込み手数料につい
ては貴社にてご負担ください）

お問い合わせ：03（3434）2029

（消費税抜）※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。

アクセス
東京メトロ東西線　「竹橋駅」1ｂ出口  徒歩1分
都営新宿線・三田線、東京メトロ半蔵門線 「神保町駅」A8出口  徒歩5分
※都営新宿線、半蔵門線はA1出口 都営三田線はA8出口が便利です。
都営新宿線、東京メトロ東西線、半蔵門線 「九段下駅」6番出口  徒歩8分

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1-2-2住友商事竹橋ビル 15・16階
開催会場は変更する場合があります。その場合は別途ご案内いたします。

※2018年1月よりオフィスを港区芝公園に移転します。（予定）
　詳細はホームページにてご確認ください。

お振込み予定日

月　　　日円 × 円名 合計 （消費税抜）
参加料

氏　名

所　属
役職名

Ｅメール

ふりがな

所在地

※申込責任者と同一の場合は記入不要です。

〒

所在地

ご受講の
目的と
ねらい

※申込責任者と同一の場合は記入不要です。

〒

氏　名

所　属
役職名

Ｅメール

受付No.

受付No.

【連絡希望事項欄】

開催日

ふりがな

申込責任者

所在地

会社名
（正式名称）

〒

ふりがな

ふりがな
電話番号（市外局番からご記入ください）

FAX番号（市外局番からご記入ください）上記会員外

日本能率協会
法人会員 （ 　 　  ）

（ 　 　  ）

所　属
役職名

Ｅメール

（ 　     　  ）

（ 　 　      ）

（ 　     　  ）

（ 　 　      ）

参
加
者 

①

参
加
者 
②

参 加 申 込 書

2017年
7月27日（木）～28日（金）

参加証発行日 請求書発行日 領収日

JMAマネジメント
スクール
一般社団法人日本能率協会

FAX: 03（3434）5505
TEL：03（3434）6271（直）
E-mail：seminar@jma.or.jp
（受付時間）
月～金曜日9:00～17:00（ただし祝日を除く）
※2018年1月よりオフィスを港区芝公園
　に移転します。（予定）
　詳細はホームページにてご確認ください。

〒100-0003　
東京都千代田区一ツ橋1-2-2
住友商事竹橋ビル14階

電話

FAX

電 話

FAX

JMA主催の関連催し物の
メール配信を希望

JMA主催の関連催し物の
メール配信を希望

JMA主催の関連催し物の
メール配信を希望
□する　□しない

□する　□しない

□する　□しない

一般社団法人 日本能率協会  経営人材センター
TEL:03-3434-1955（直通）

参加証・請求書はこの方あてにお送りいたします。それ以外をご希望の方は、【連絡希望事項欄】にご記入ください。

グラフィックファシリテーター®に学ぶ
問題を「絵で解く」ファシリテーション体験ワークショップ

グラフィックファシリテーター®に学ぶ　問題を「絵で解く」ファシリテーション体験ワークショップ

JMAマネジメントスクール　一般社団法人日本能率協会
FAX：03（3434）5505　TEL：03（3434）6271プログラム詳細・お申込みは JMAマネジメントスクール 検索


